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佐賀県の産業

　1910（明治43）年、ロンドンで開催され

た日英大博覧会では、当時「鹿島錦」と呼ば

れていたものを大隈重信の計
はか

らいで「佐賀

錦」と名付けて出品。「佐賀錦」が一般的に

定着するきっかけになりました。

　伝統的な技法「ジャッパン吹き」により作ら

れるガラス製品。型を用いずにガラス管に息

を吹き込みながら形を作る技術は100年以上

も受け継がれています。

　上質な木綿を使った伝統的な「蟹
かに

牡
ぼ

丹
たん

」柄が

特徴の敷物。「トン、トン」と糸を叩
たた

き締めなが

ら一
ひと

目
め

ずつを手で織り上げます。熟練の職人

でも一日に織ることのできる幅は数cmです。

　木工技術とオリジナリティーをいかしたデザイ

ン性のある家具が特徴で、木の時計やおもちゃな

ど、個性あふれる木工製品を製造するメーカーも多

数あります。

　佐賀県において製薬業は大き

な産業の一つです。中でも日本

四大売薬の一つと言われる「田
た

代
じろ

売
ばい

薬
やく

」は江戸時代中期に起こ

り、県東部では今もその流れを

くむ製薬会社が残っています。

　佐賀県には、県内のさまざまな地域で生まれ、長年にわた
り人々の文化や暮らしに根ざした産業から生まれた品々があ
ります。伝統的な技術や技法が今も受け継がれています。

見どころスポット見どころスポット
中冨記念くすり博物館
住所：佐賀県鳥栖市神辺町288-1
電話：0942-84-3334
開館時間：10時～17時（入館は16時30分まで）
休館：毎週月曜日（祝日の場合、翌日）、年末年始
料金：大人300円、高校・大学生200円、
　　　小・中学生100円

調べて

みよう
!

田代売薬のくすり
の販売方法の「先

せん

用
よう

後
こう

利
り

」って、どういう
意味だろう？

（佐賀県経営支援課 提供）

（佐賀県経営支援課 提供）

家具を組み立てる様子

（鳥栖市教育委員会 提供）

行商で薬を販売した
「くすり屋さん」

（中冨記念くすり博物館 蔵）

（佐賀県経営支援課 提供）

（佐賀県経営支援課 提供）（佐賀県経営支援課 提供）

（佐賀県経営支援課 提供）鹿島錦を織り上げる様子　

（佐賀県経営支援課 提供）

ジャッパン吹きの
様子

（佐賀県経営支援課 提供）

鍋島緞通を織り
上げる様子

生まれた背景 
　江戸時代末期、鹿島鍋島家の藩主夫人、柏

かしわ

岡
おか

の方
かた

が網
あ

代
じろ

天井からヒントを得て、これを日用
品に応用できないかと側近に相談したことが
きっかけとなりました。

生まれた背景 
　佐賀市諸富町では鉄道や橋の開通などに
より1935（昭和10）年頃から、家具産地とし
ての歴史を誇る福岡県大川市との往来が盛
んになり、新しい木工技術が伝わりました。

生まれた背景 
　田代（現在の鳥栖市東側半分と基山町の地域）では、長崎街道の交
通の要衝であったことなどから薬作りや商売の知識が得られ、貼り
薬を中心とした薬作りが盛んになりました。

■浮立面
　（鹿島市）
　楠

くす

や桐
きり

、檜
ひのき

などで作
られる鬼の面。伝統芸
能の「面浮立」を踊る際
に着ける面として、使
われてきました。

■名尾手
て

漉
すき

和紙
　（佐賀市） 
　自家栽培した梶

かじ

（楮
こうぞ

の一種）を原料に作ら
れる和紙。提灯の紙の
ほか、さまざまな用途
で使われます。

■弓野人形
　（武雄市） 
　博多人形師の原田亀
次郎が1882年に武雄
市弓野地区で製作した
土人形が始まりと言わ
れています。

■西川登竹細工
　（武雄市） 
　明治初期に農業の副
業から始まりました。
細い竹ひごを編み込む
繊細な技術が特徴です。

■その他の産業　

生まれた背景 
　1852（嘉永5）年
に佐賀藩は西洋の最
先端の科学を研究・

実験する精
せい

煉
れん

方
かた

を設

立。その後
こう

身
しん

の組織
で働く副島源一郎が
創業したガラス製造
の専門工場が今も生
産を続けています。

生まれた背景 
　江戸時代初期、長
崎で中国人から緞通
の技術を教わった古

賀清
せ い え も ん

右衛門が「扇町

毛
もう

氈
せん

」として織ったの
が始まり。佐賀藩3代

藩主鍋島綱
つな

茂
しげ

が生産
を奨励し、藩の御用
品としました。

鹿
か

島
しま

錦
にしき

（鹿島市）

佐
さ

賀
が

錦
にしき

（佐賀市）

肥前
びーどろ
（佐賀市）

諸富家具
（佐賀市）

くすり
（鳥栖市）

鍋
なべ

島
しま

 緞
だん

通
つう

（佐賀市）

　金・銀の箔
はく

や漆
うるし

などを施した和紙を経
たて

糸
いと

、絹の

糸を緯
よこ

糸
いと

として手作業で織り上げる錦。伝統の網

代文様など多くの文様が織られ、美術品としても

発展しました。
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